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つかの加工現象の実験的検討に用いた結果について紹介している。すなわち， 5' 2 節では，研削目
づまりセンサの応用例として びびり振動との関連から円筒プランジ研削における目づまりの様相を
スペクトル解析により検討した結果を， 5 . 3 節では，ホーニング目づまりセンサの応用例として，
ホーニング加工における目づまりの働きと，これにおよぽす加工条件の影響の検討結果を，また 5 ・
4 節では，ねじり振動センサと被削材ホルダ型動力計を応用して横型フライス盤主軸の回転速度変動






進するために，開発の望まれているインプロセス測定技術のうち， a)砥石の目づまり， b) 工作機械主
軸のねじり振動， c)動的切削力の 3 つについて 加工中連続して測定できるセンサの試作研究を行い，
さらに切削現象の解明を扱った 4 つの応、用研究によってそれぞれの効用を明らかにしている。
これらのセンサは，測定原理として，磁気記録再生を中心とした磁気的作用と圧電素千の圧電作用








変動率0.05%p-p程度まで知りうる。 c) では， I耐熱性の高いチタン酸鉛圧電素チを工具刃先に仕込むこ
とによって，振動変位との聞に位相差をもっ動的切削力の測定に成功している。これは従来の形式の
動力計で、は行いえなかったもので，びびり振動の実験的研究の今後の発展に大いに貢献しうる。
以上のように，本論文は切削現象の解明と加工技術の発展に寄与するところが大きく，学位論文と
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して価{直あるものと認!める。
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